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•	 感度： 1（低感度）～5（高感度）の中から設定することが
できます。

•	 ミニマムブロック：ミニマムブロック設定はモーション
検索だけで使用することができます。

条件設定が終わったら、検索を押してください。検索結果項目
を選択すると、左側に映像が表示されます。映像を再生するた
めには、閉じるボタンを押して設定ウィンドウを閉じてください。

7 テキストイン検索

特定トランザクションを選択すると、選択された日付と時
間に該当する映像が静止画の状態で表示されます。

1倍速の再生時には画面にテキストイン情報が重なって
表示されますが、他の速度で再生すると表示されません。

左下の条件…を選択すると、テキストイン検索で検索する
条件を決めることができます。

•	 開始で始めを選択すると、保存されているデータの中で
最初の時刻に設定され、終了で終わりを選択すると保
存されているデータの中で最後の時刻に設定されます。
始めや終わりのチェックを解除すると検索する期間を直
接変更することができます。

•	 チャンネル： 検索するテキストインチャンネルを選択する
ことができます。

•	 テキストインデバイスを選択し、テキストインデバイスの
タイプを選択することができます。

•	 ＋ボタン： 検索変数設定を追加することができます。

•	 大小文字区分： 大小文字の使用設定ができます。

•	 読込： 保存しておいた検索条件の設定値を読み込むこ
とができます。

•	 保存： 現在の検索条件の設定値を保存することができます。
設定が終わり検索を押し、検索を実行したあと、テキストイ
ン検索設定ウィンドウに戻ります。

8 低速再生
再生速度を遅くして検索することができます。（x1/2、x1/3
、x1/4、x1/6、x1/8）の低速再生の速度を設定し、再生ボ
タンを押すと設定した倍速で映像が再生されます。

コンテキストメニュー
カメラ画面でメニューボタンを押すか、マウスの右クリックで
コンテキストメニューを実行することができます。

•	 拡大： 映像を拡大することができます。

•	 オーディオ： オーディオ再生をON/OFFできます。録音さ
れたオーディオの再生は、全体画面で再生したときだけ
が可能です。

•	 テキストイン表示/非表示： 録画映像にテキスト入力
情報がある場合、テキスト入力情報を映像と一緒に表示
したり、非表示したりすることができます。

•	 グループ編集： グループ編集では、分割画面上でカメラ
の位置が変更できます。

印刷
現在の映像を印刷することができます。
検索モードで一時停止ボタンを押して、再生を一時停止し
てください。検索メニューで印刷を選択すると、印刷設定ウ
ィンドウが表示されます。

•	 プリンターモデル名
	- ファイルプリンター： 現在の映像がUSB保存デバイス

にPDFファイルで保存され、保存された映像はPCに
接続されたプリンターで印刷することができます。



第4章-検索

82

• 用紙サイズ： プリントする用紙の大きさを選択します。

• ファイル名： 保存するファイルの名前を指定します。

イベントログ検索
メニューで検索モード＞イベントログ検索を選択すると、
イベントログ検索ウィンドウが表示されます。

• 特定のイベントを選択すると、連動録画が行われるチャ
ンネルの選択された日付と時間に該当する映像が静止
画の状態で表示されます。画面の真ん中の再生ボタン
で映像を再生でき、画面上で連動カメラを変更すれば他
のカメラを再生することができます。

• イベントログの検索ウィンドウの上にある始めや終わり
の選択を解除し、検索する期間を直接変更することがで
きます。

開始で始めを選択すると保存されたデータの中で、最初
の時刻に設定され、終了で終わりを選択すると保存され
たデータの中で最後の時刻に設定されます。

• 開始または終了時間をユーザーが指定する場合には、
時間重複検査を選択/解除することができます。

システム時間が変更されユーザーが指定した開始時間ま
たは終了時間が2つ以上ある場合、これらから1つを選ば
なければなりません。選択した開始と終了時間帯に発生
したイベントだけが検索されます。時間重複検査が選択
されていなければ、全ての開始と終了時間帯に発生した
イベントを検索します。

• 緊急録画、録画エラー、アラーム入力エラー、ディス
クフル警告、ディスクエラー、ディスク温度、ディス
クS.M.A.R.T. 、ファンエラー、eSATA接続終了、
ディスク構成変更などのシステムイベントを検索すると
きイベントフィルターを選択して選定することができます。

カメラフィルター

• アラーム入力：アラーム入力イベントを検索するアラー
ム入力チャンネルを選択します。

• モーション：モーション感知を検索するカメラチャンネル
を選択します。

• 映像信号なし：映像信号なしイベントを検索するカメラ
チャンネルを選択します。

• オーディオ検出：オーディオ感知イベントを検索するカメ
ラチャンネルを選択します。

• トリップゾーン：トリップゾーンイベントを検索するチャン
ネルを選択します。

• タンパーリング：タンパーリングイベントを検索するチャ
ンネルを選択します。

• テキストイン：テキストインイベントを検索するチャンネル
を選択します。

• 録画チャンネル：イベントを検索する録画チャンネルを
選択します。

• 録画失敗：録画失敗イベントを検索するチャンネルを選
択します。

• カメラファンエラー：カメラのファン異常イベントを検索
するチャンネルを選択します。

• PIR：PIRイベントを検索するチャンネルを選択します。

• 自動追跡：自動追跡イベントを検索するチャンネルを選
択します。

設定された録画チャンネルのうちで少なくとも1つの連動
録画が発生したイベントだけを検索します。どのカメラも選
択しなければ、連動録画カメラが1つもないイベントだけを
検索します。
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JVSearch
メニューで検索モード ＞ JVSearchを選択すると、サム
ネイル検索ウィンドウが表示されます。

• 画面左側の  を選択すると、連動録画が行われた
チャンネルで、検索したい日付の映像をカレンダー検索
で探すことができます。録画された映像がある日付は黒
色で表示され、選択された日付は青色で表示されます。

• カレンダーボタン右側の ボタンを選択し、日->時
間->分->秒、または秒->分->時間->日の単位で精度
が変更できます。

• 選択された日付と時間に該当する映像が静止画の状態
で表示されます。画面中央にある再生ボタンで映像が再
生でき、画面下段の  、または  ボタンを押して、10
秒単位で映像を前後に移動することができます。

• バックアップを選択するとバックアップの設定ウィンドウ
が表示され、開始と終了時刻をデータの最初と最後に
設定したり自由に調節したりすることができます。

• タイムラプスを選択すると、タイムラプス検索モードに移
動します。タイムラプス検索に対する詳しい内容は、第3
章 ー タイムラプス検索を参照ください。

• アイコンを選択すると、現在の再生位置をブックマー
クに登録します。タイムラプス検索モードの画面右側の
ブックマーク設定ウィンドウで特定のブックマークを選択
し、登録された再生位置に移動することができます。ブッ
クマークリストを選択し、 アイコンを選択してそのブッ
クマークを削除することができます。

重複した時間の映像検索
ユーザーがシステム時間を過去に戻して録画した場合、同
じ時間帯に1つ以上の録画映像が存在する時間重複現
象が発生する可能性があります。この場合、重複した時間
の録画映像は、セグメントを区分して検索する必要がありま
す。
例えば1時から5時までの録画映像が存在する場合、シス
テムユーザーがシステム時間を5時から3時に変更したあと
6時まで録画すると、3時から5時までの録画映像が2つ存
在することになります。このとき、3時から5時までの時間に
は2つのセグメントが発生します。

1:00 2:00 3:00 4:00 5:00

3:00 4:00 5:00 6:00

セグメント1

セグメント2

重複した時間の録画映像を検索するとき、特定の時刻また
は時間範囲を選択することができます。もし時間が重複し
た区間である3時から5時までの区間で日時指定検索など
の検索メニューを利用し、ある特定の検索時間を指定する
場合、例えば4時の録画映像を検索したいなら重複した2
つのセグメントの中からどのセグメントの4時であるかを選択
しなければなりません。

もし時間が重複した3時～5時の区間でイベントログ検
索およびモーション検索などの検索メニューを利用して検
索時間範囲を指定する場合、例えば4時～5時の間の録
画映像を検索したいなら重複する2つの検索開始と終了
の時間の中から1つを選択しなければなりません。選択可
能な検索範囲は下記のとおりです。
• セグメント1の4時～セグメント1の5時
• セグメント1の4時～セグメント2の5時
• セグメント2の4時～セグメント2の5時
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WEB Client（ウェブクライアント）はインターネット上でプログラムの設定なしに遠隔地の映像を監視・検索することのできる
プログラムです。通常のWEBブラウザ(Internet Explorer)でいつでもどこでも接続することができます。
WEB Clientプログラムを実行するために必要なPCのシステム要求事項は下記の通りです。
•	 OS： Microsoft® Windows® 7(Home Premium、Professional、Ultimate)またはMicrosoft® Windows® 10
•	 CPU： Intel Pentium IV 2.4GHz以上(Core 2 Duo E4600以上推奨)
•	 RAM： 1GB以上（2GB推奨）
•	 VGA： 128MB以上（1280x1024、24bpp以上）
•	 Internet Explorer： Ver.8.0以上（32-Bit）

•	WEB ClientはMicrosoftⓇ Internet Explorer（以下、IEという）だけに対応し、その他のWEBブラウザには対応しません。
•	WEB ClientはMicrosoftⓇ WindowsⓇ 10のEdgeでは作動しません。

1	 IEを起動し、アドレスバーに下記の情報を入力してください。
•	 http://IPアドレス：ポート番号（NVRシステムIPアドレスおよびネットワーク–一般設定で設定したWEB Client接続ポ

ート番号(初期値：12088)入力）

•	 または、http://UCN server address/UCNの名前(UCNの名前：UCNサーバに設定したNVRのデバイス名)

•	 または、http:/www.dvronline.net (ログイン時のNVR IPアドレス、またはUCNサーバに登録されているUCN名)

接続したいNVRのIPアドレスおよびWEB Clientポート番号はネットワーク管理者にお問い合わせください。

2	 WEB Clientログインウィンドウが表示されたら、"WEBWATCH"(ウェブ監視)または"WEBSEARCH"(ウェブ検
索)を選択します。ログインに必要なIDおよびパスワードを入力し、LOGINボタンをクリックすると選択したモードに移行し
ます。 

http://www.dvronline.netを入力してアクセスする場合、DEVICE ADDRESSの項目にNVRのIPアドレスを入力し
ます。ログインウィンドウでUse DVRNSオプションを選択すると、IPアドレスの代わりにUCNサーバに登録されている
NVRの名前を入力することができます。なお、SETUP設定でUCNサーバのアドレスおよびポート番号の入力が要求さ
れます。

•	WEB Clientプログラムの運用中にはログインウィンドウを閉じないでください。WEB監視モードまたはWEB検索モードに切
り替わるときスクリプトエラーが発生します。この場合はWEB Clientプログラムを再起動する必要があります。

•	WEB Clientを実行するとき、アドレスバーまたはステータスバーが表示される場合、画面の下段部が切れて表示されること
があります。この場合インターネット設定を変更し、アドレスバーまたはステータスバーを非表示にして実行することをお勧めし
ます。（ツール→インターネットオプション→セキュリティ→レベルのカスタマイズ→WEBサイトがアドレスバーや
ステータスバーのないウィンドウを開くのを許可するオプションを使用に設定）

第5章 - WEB Client
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• MicrosoftⓇ WindowsⓇ Vista、またはその上位バージョンのOSでWEB Clientプログラムを起動する場合、IEを起動する
ときにIEアイコンをマウスの右クリックすると表示されるメニューから管理者の権限で実行オプションを選択してください。そう
しなければ、WEB Clientプログラムの一部機能が制限されることがあります。

• 新規バージョンのWEB Clientを最初に実行する場合、以前バージョンの情報を読み込むことがあります。この場合、ツー
ル→インターネットオプション→一般タブに移動し、テンポラリインターネットファイルを削除してからもう一度WEB Client
を起動してください。

• MicrosoftⓇ WindowsⓇ Vista、またはその上位バージョンのOSで映像伝送速度低下によって画面が映らなかったり、更
新されなかったりすることがあります。この場合、ご使用中のPCのオートチューニング機能の解除をお勧めします。管理者の
権限でコマンドプロンプトを実行します。(スタート→アクセサリー→コマンドプロンプト→マウスの右ボタンをクリック
し、管理者の権限で実行選択)netsh int tcp set global autotuninglevel=disableを入力したあとエンター
キーを押します。PCを再起動し変更された設定を適用します。オートチューニング機能を復元するには、管理者の権限でコマ
ンドプロンプトを実行したあとnetsh int tcp set global autotuninglevel=normalを入力します。PCを再起動
し変更された設定を適用します。

WEB監視モード
遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地WEB監視プログラムです。

1 2
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1 を押すとWEB Clientのプログラムが終了されます。
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2 を押すとWEB検索モードに転換されます。

3
マウスのポインタをWebWatchのロゴ部分に置くとWEB Clientのバージョンを確認することがで
きます。

4 WEB Clientの現在の時間とログイン情報を表示します。

5
画面モードを選択します。画面モードを変更する場合、現在のスクリーンで選択したカメラが変
更されるレイアウトの1番目のセルに位置します。

6 監視したいカメラを選択します。

7 監視映像の画質を調節します。

8 遠隔地のPTZカメラを制御します。

9 遠隔地のアラーム出力装備を制御します。

0

を押してドローイングモードおよびOSD表示を設定することができます。ドローイングモー
ドを選択して映像を出力する速度を調節することができ、OSD表示リストから画面に表示される
OSD情報を選択することがあります。

! を押して現在表示されている映像を画像ファイルで保存します。

@ を押して、遠隔地のNVRイベント、カメラ、ストリーム設定などの設定ができます。

# 下段部のイベントステータスウィンドウは、遠隔地で感知されたイベントリストを表示します。
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$

スクリーンからカメラを選択しマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニュー
が表示されます。
•	 カメラタイトル変更： カメラ名を変更することができます。

WEB監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カメラ
名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示されます。

•	 オーディオ有効化： 遠隔地とのオーディオ送受信機能を提供します。項目を選択すると、オーディオ ボ
タンが表示されます。 

マイクで遠隔地へオーディオを伝送することができます。
スピーカーで遠隔地のオーディオを再生することができます。

 / 遠隔地との双方向オーディオ送受信が可能です。

オーディオ送受信が無効化されます。

接続した遠隔地がオーディオ送受信に対応する場合、カメラスクリーンに アイコンが表示されます。

•	 画面アスペクト比： 画面上に表示される映像のアスペクト比を変更することができます。
	- 画面に合わせる：カメラスクリーンのエリアに合わせて映像を出力します。

	- アスペクト比に合わせる：オリジナル映像の縦横比でカメラスクリーンのエリアに合わせて映像を出力しま
す。

	- 半分の大きさ(x0.5)～4倍の大きさ(x4)：オリジナル映像の大きさを基準にメニューで指定した大きさでカメ
ラスクリーンに映像を出力します。例えば実際の大きさ(x1)を選択すると、オリジナル映像の実際の大きさ
で出力します。半分の大きさ(x0.5)～4倍の大きさ(x4)メニューはカメラスクリーンに選択した大きさで映像
を出力できるだけのエリアが確保された場合のみに活性化します。

•	 マルチストリーム： ひとつ以上のストリームに対応します。
•	 ブロックノイズ除去： 拡大映像で発生するブロックノイズを除去し、画面上に表示される映像の出力品質を

高めることができます。
•	 Mouse PTZ コントロール： カメラを動かすことができ、マウスのホイールで映像を縮小/拡大することもで

きます。
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WEB検索モード
遠隔地の録画映像を検索できる遠隔地WEB検索プログラムです。

WEB検索スクリーンでの遠隔地へのアクセスは30分以上操作がなければ自動的に解除されます。

12

#
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1  を押してWEB Clientを終了します。

2 を押すとWEB監視モードに切り替えます。

3
マウスのポインタをWebSearchのロゴ部分に置けばWEB Clientのバージョンを確認することがで
きます。

4 遠隔地NVRの録画映像の時間情報を表示します。

5

映像に様々なイメージフィルターを適用します。

映像調整は一時停止の状態のみで適用されます。

6 映像を縮小・拡大します。

7 映像の明るさを調節します。
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8

再生ボタンを押して指定した状態で映像を再生することができます。

最初へ 早送り

コマ戻し コマ送り

早戻し 最後へ

再生/一時停止

9 画面モードを選択します。

0

特定の日付の映像をカレンダー検索で探すことができます。
録画された映像がある日付は黒で表示されます。日付を選択すると、その日付のもっとも遅い時
刻に録画された映像が静止画の状態で表示されます。選択された日付は赤で表示されます。

! を押して検索する、特定の時間帯の映像にすぐ移動することができます。

@

を選択するとタイムラプス検索モードを利用し、録画映像を時間順に従って検索・再生しま
す。タイムラプス検索モードでの検索は日付の単位で行われ、カレンダーで検索する日付を選択
することができます。画面下のタイムテーブルではカレンダーで選択した日付の録画映像の時間
情報を表示します。時間を選択すると、その時間帯の映像を画面に表示します。選択した時間帯
に1つ以上の映像がある場合、セグメントを選択することができます。

#
を選択するとイベント検索モードになり、ユーザーが指定する特定な条件に満足するイベント

を検索することができます。

$

を押してドローイングモードおよびOSD表示を設定することができます。ドローイングモー
ドを選択して映像を出力する速度を調節することができ、OSD表示リストから画面に表示される
OSD情報を選択することができます。

% を押して録画映像を実行ファイル（JSS-Player）として保存します。

^  を押して現在みている映像を画像ファイルで保存します。

&  を押して現在見ている映像をPCに接続されているプリンタで印刷します。

* を押して遠隔地の最新録画映像を再び読み込みます。

(

選択したカメラの録画情報を時間単位で表示します。カメラのシステム時間が過去に変更され同
一の時間帯に1つ以上の映像が存在する場合、タイムテーブルの右上のセグメントメニューでどの
ビデオセグメントを検索するか指定することができます。
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)

スクリーンからカメラを選択しマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニュー
が表示されます。
•	 カメラタイトル変更： カメラ名を変更することができます。

WEB検索モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カメラ
名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上の表示されます。

•	 オーディオ有効化： 映像が録画されるときオーディオも一緒に録音されている場合、再生するときオーディオ
が一緒に出力されます（単一画面再生時に限る)。

•	 画面アスペクト比： 画面上に表示される映像のアスペクト比を変更することができます。
•	 ブロックノイズ除去： 拡大映像で発生するブロックノイズを除去し、画面上に表示される映像の出力品質を

高めることができます。
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NAT機能の使用例
NAT機能は物理的に分かれているWAN網PC（WebSetup / WEB Client / JSS遠隔監視システム / RTSP）から内部
VIN網であるカメラに接続するための機能です。カメラのWebSetup/WEB Client / JSS遠隔監視システム / RTSPに
接続するためには、NVRポートの番号がカメラのポート番号にポートフォワーディングするNAT規則を構成しなければなりませ
ん。

NATの構成図

1 3 5 7 9 11 13 15 

10 12 14 16 2 864

PC (WEB Client , JSS遠隔監視システム) 

Switch

NVR

.

.

.

WAN (Ethernet 0)
IP Address: 10.0.125.211
Getway: 10.0.0.1

VIDEO IN (Ethernet 1)
IP Address: 169.254.123.72

※両方を同一の
　サブネットで
　使用することは
　できません。

•	NAT機能を利用するためには、当該カメラのゲートウェイアドレスがNVRのVIN網のIPアドレスに設定されていなければなりませ
ん。

•	カメラのIPアドレスおよびポート番号はカメラのWebSetupを参考にしてください。またはNVRでカメラのIPアドレスを確認する
か、カメラマニュアルの基本ポート番号を使用してください。
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Web Setup 接続の方法
カメラWebSetup接続: PCにおける内部VIN網のカメラの
WebSetupに接続します。

設定方法: NVRの設定ポート番号とカメラのHTTPポ
ート番号のポートフォワーディング

• Eth 0 : WANポート : 11001
• Eth 1 : VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1 : VINポート : カメラのHTTPポート番号

アクセス方法

http://NVR IPアドレス:設定したカメラのHTTPポート番
号/setup/setup.htmlを通じてWebSetupページに接続
することができます。WebSetupで接続する場合はカメラの
HTTPポート番号とポートフォワーディングした11001です。

PF-CW1027,JS-CW1028等のWEB Client接続
PCにおけるVIN網のカメラのWEB Clientに接続します。

設定方法 1 : NVRの設定ポート番号とカメラの
HTTPポート番号のポートフォワーディング

• Eth 0 : WANポート : 11001
• Eth 1 : VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1 : VINポート : カメラのHTTPポート番号

設定方法 2 : NVRの設定ポート番号と遠隔ポート番号
のポートフォワーディング

• Eth 0 : WANポート : 11002
• Eth 1 : VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1 : VINポート : カメラの遠隔ポート番号

eth0ポート番号とカメラの遠隔ポート番号が同じでなけれ
ばなりません。

アクセス方法
http://NVR IPアドレス：設定したカメラのHTTPポート番号を
通じてWEB Clientの映像を確認することができます。WEB 
Clientで接続する場合はカメラのHTTPポート番号とポートフ
ォワーディングした11001です。
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PF-CW1027,JS-CW1028等のJSS遠隔監視システム接続
PCのJSS遠隔監視システムでVIN網のカメラ映像が見られ
るように接続します。

設定方法: NVRの設定ポート番号とカメラの遠隔
ポート番号のポートフォワーディング

• Eth 0 : WANポート : 11002
• Eth 1 : VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1 : VINポート : カメラの遠隔ポート番号

eth0ポート番号とカメラの遠隔ポート番号が同じでなけれ
ばなりません。

アクセス方法

JSS遠隔監視システムプログラムを利用してカメラ映像を確
認することができます。

JSS遠隔監視システムプログラムで接続した場合に
はカメラの遠隔ポート番号とポートフォワーディングした
11002です。

PF-CW1027,JS-CW1028等のRTSP接続

PCのRTSPプレーヤーでVIN網のカメラ映像に接続します。

設定方法: NVRの設定ポート番号とカメラのRTSP
ポート番号のポートフォワーディング

• Eth 0 : WANポート : 11006
• Eth 1 : VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1 : VINポート : カメラの遠隔ポート番号

アクセス方法

VLCメディア再生機を利用してRTSPに接続します。
rtsp://NVR IPアドレス:設定したカメラのRSTPポート/
trackID=stream番号を通じてRTSP映像を確認することが
できます。

RTSPで接続する時には、カメラRTSPとポートフォワー
ディングした11006です。RTSPアドレスの設定方法は
第3章 ー 設定 ー ネットワーク設定 ー RTSPを参
照ください。
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システムログの種類

システム起動 緊急録画開始

システム終了 緊急録画終了

システム再起動 全てのデータ削除

アップグレード成功 ディスク削除

アップグレード失敗 ディスクフォーマット

電源エラー ディスクフル

時間変更 自動削除

標準時間帯変更 検索開始

タイムサーバー 検索終了

時間同期化失敗 バックアップスタート

ディスクエラー 終了

ログイン バックアップ取消

ログアウト バックアップ失敗

設定開始 バックアップユーザー

設定終了 バックアップスタート

遠隔設定変更 バックアップ終了

遠隔設定エラー バックアップ映像再生時間

設定読込 バックアップカメラ

設定読込失敗 コールバック失敗

設定保存 ファクトリーリセット

設定保存失敗 カメラアップグレードスタート

設定保存キャンセル カメラアップグレード終了

スケジュール作動 カメラアップグレード失敗

スケジュールOFF カメラアップグレードユーザー

カメラアップグレードカメラ
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エラーコードの種類

アップグレードエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 301 遠隔ネットワークエラー

1 ファイルバージョンが合致しない 302 遠隔アップグレードの権限がない

2 OSバージョンが合致しない 303 遠隔アップグレードファイルの保存失敗

3 SWバージョンが合致しない 304 ユーザーが遠隔アップグレードをキャンセル

4 カーネルバージョンが合致しない 400 USBメモリでマウントエラー

100 メモリマウントエラー 401 USBメモリでファイルロードエラー

101 ファイルが見つからない 402 USBメモリでファイルコピーエラー

102 圧縮ファイルの解凍エラー 403 USBメモリが接続されていない

103 リロ(LILO)実行失敗 404 USBメモリ使用中

104 再起動失敗 405 サポートされないファイルシステム

105 正しくないファイル 500
バックアップ中であるためアップグレードできな
い

300 遠隔接続失敗

バックアップエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 12 ディスクエラー発生

1 デバイスエラー 13 JSSプレイヤーの実行ファイルなし

2 デバイス接続失敗 14 JSSプレイヤーの実行ファイルオープン失敗

3 CDメディアなし 15 JSSプレイヤーの実行ファイル保存失敗

4 間違ったメディア 16 イメージ作成失敗

5 同じ名前のファイルがある 17 コピー失敗

6 残容量不足 18 コピー時間オーバー

7 臨時ファイル作成失敗 19 デバイス接続失敗

8 ディスクオープン失敗 20 デバイス使用中

9 ディスクフォーマット失敗 21 サポートされないファイルシステム

10 データベースが変更される 22 データ検証失敗

11 保存失敗 23 範囲に保存されたデータがありません。
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ネットワークエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 エラーの原因が分からない 20 ユーザーによって接続がキャンセルされる

1 正常なログアウト 21 ネットワークデバイスホストの応答なし

2
全チャンネルで使用中のため接続が拒否され
る

22 ネットワーク上にノイズ信号が多い

3 間違った製品のバージョン情報 23 転送キューがいっぱい

4 間違ったユーザー名あるいはパスワード 24 間違ったOEM情報

5 管理者が接続を強制的に終了させる 25 検索権限なし

6 タイムアウト 26 ポートがすでに使用中

7 ネットワークデバイスが終了 27 SSL接続失敗

8 使用可能なポートがないため接続できない 28 ネットワークタイムアウト

9 サーバーが作動していないため接続できない 29 ネットワークデバイスホストタイムアウト

11 ネットワーク使用不可 30
ネットワークデバイスホストがTCPによるRTPに
対応しない

12 ネットワークエリアが違うためアクセス不可 31 ソケットエラー発生

13 接続タイムアウト 100 不明なコーデック

14
ネットワークデバイスから強制的に接続が解除
される

101 JPEGコーデック(対応しない)

15 ネットワークデバイスホストが終了 103 MPEG4コーデック(対応しない)

16
ネットワークデバイスホストでルーティングでき
ない

400 サポートされない解像度

17 接続が中断される -1 正常な接続
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故障時の確認事項

不具合 確認事項

本体の電源が入りません。
•	 	電源コードの接続を確認してください。
•	 コンセントの電源を確認してください。

リアルタイム映像が映りません。

•	 カメラビデオケーブルとの接続を確認してください。
•	 モニタービデオケーブルとの接続を確認してください。
•	 カメラの電源を確認してください。
•	 カメラレンズの取り付け状態を確認してください。

NVRが録画中に止まりました。

•	 カメラのハードディスクがフルになっている可能性があります。録画された映像
を削除して録画エリアを確保してください。

•	 NVRを上書きモードに設定してください。詳しい内容は第3章 ー 設定 ー システ
ム設定 ー 一般を参照ください。

アイコンが画面に表示されていま
すが録画がされません。

プリイベント設定がされている場合、イベントが発生せず、録画されていない時には
（ ）アイコンと（ ）アイコンが表示されます。
イベントが発生して録画されるときは、 アイコンと アイコンが表示されます。
詳しい内容は第3章 ー 設定 ー 録画設定 ー スケジュールを参照ください。

システムアップグレードの途中に
NVRが再起動を繰り返し作業を完了
しません。

アップデートしているファイルのバージョンを確認してください。現在装置にインスト
ールされているバージョンより下のバージョンにアップアップグレードしている場合、
装置にあるファクトリーリセットスイッチを押してファクトリーリセットを先に行わなけ
ればなりません。ファクトリーリセットを使用する場合、ユーザーが保存したNVRの
すべての設定値が失われます。ファクトリーリセットに関する内容は第1章 ー 製
品紹介 ー 各部分の名称および機能 ー 後面パネルの接続 ー ファクトリーリ
セットを参照ください。
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製品の仕様

JS-RW4004　本製品の仕様は、製品改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。
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JS-RW4008　本製品の仕様は、製品改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。
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JS-RW4016　本製品の仕様は、製品改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。



アフターサービスについて
この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

■ 保証について
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じ
た場合には、保証書記載内容により、お買い上げの
販売店（または工事店）が修理いたします。その他の
詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維持
できる場合は、お客様のご要望により有料修理いた
します。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（4K対応PoE給電方式 4ch / 8ch / 16ch 

ネットワークビデオレコーダ【JS-RW4シリーズ】）
③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

■ 定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事
店）にご相談ください。

■ 万一故障が発生した場合はお買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1 世界貿易センタービルディング南館11階

株式会社 日本防犯システム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事前の予告
なく変更される場合があります。

ご購入元メモ欄


